
　　　 【私が影響を受けた本１～３，学生にすすめたい本４～５】　（健康栄養学科　芳賀めぐみ先生）

１．『智恵子抄』　高村光太郎　（新潮文庫 988）  1958 年

高村光太郎と智恵子ふたりの出会いから、智恵子の死後までつづられた、ふたりの稀有な愛の詩集。小学六年生だった私

は、「レモン哀歌」という詩に描かれた光景を思い浮かべたとき、初めて「死」ということの意味を考えました。

２．『ライ麦畑でつかまえて』　 Ｊ．Ｄ．サリンジャー 　（白水 u ブックス 51）　 1984 年

　　主人公の少年が 16 歳のときにプレップ・スクールを放校された直後の生活を描いた本です。中学 1 年生で読んだときには、

何が言いたいのか、いまひとつよくわかりませんでした。その後、本棚で目にしては何度か読んでいますが、その度に解釈

や感想が変わっていく面白い本です。最近になってようやく主人公のホールデンの言いたいことが理解できてきた気がしま

す。

３．『砂漠のラクダはなぜ太陽に向くか?―身近な比較動物生理学― 』　 坂田隆　（ブルーバックス）　1991 年

自然環境に巧みに適応して驚異の能力を発揮する、さまざまな脊椎動物の生理を楽しく解説しています。私が動物生理学

や形態学に興味を抱くきっかけとなった本です。

４．『ゾウの時間ネズミの時間』　本川達雄　（中公新書 1087）　1992 年

　　動物のサイズからの発想によって見えてきた動物たちの生き方をわかりやすく書いている新しい生物の入門書と言われて

いる本です。1992 年に大ブレイクしたので、読んだことがある方も多いと思います。いろいろな角度から物事を考えるおも

しろさを教えてくれる本でもあります。子どもにも読めるようにしてくれた科学絵本バージョンの「絵ときゾウの時間ネズ

ミの時間」も出版されています。

５．『臨床の知とは何か』　中村雄二郎　（岩波新書　新赤版）　1992 年

　　管理栄養士として、多くの方々に「食」という側面から関わらせていただく中で、「人の暮らしには、自然科学だけでは割

り切れないことが多く存在する」という事を痛感した時に出合った本です。人間存在の多面的な現実に即した「臨床の知」

という概念は基本となる考え方ではないでしょうか。生命倫理を考えるうえでも参考になると思います。

　　　　　

　　  【私が影響を受けた本１～３，学生にすすめたい本４～５】（保育科　東義也先生）

1.『子どもの聖書絵物語』  ケネス・テイラー  いのちのことば社　  1966 年

　　初版は私が５歳の時。それから母は毎晩これを私と弟に読んで聞かせました。おかげで私の頭の中には、ほとんどの

　絵が刻みつけられています。幼児期の絵本の読み聞かせは大切ですよ。

２．『生活の貧しさと心の貧しさ』　 大塚久雄   みすず書房　 1978 年

　　私の卒論のテーマは、「社会科学と信仰」でした。内村鑑三、矢内原忠雄と共にこの大塚久雄の文献にあたりました。無謀な取り組みだっ

たけど、いい経験になりました。「精神的貧困」という現代の問題をするどく捉えた本です。

３．『信仰入門』　ジョン・ストット  すぐ書房   1976 年

  　入門となってるけど、私にとっては高レベルの神学書。信仰者として生きる自分の道標はもちろん聖書なのですが、これはそれを助ける

ものでした。M.ロイドジョーンズ、C.H.スポルジョン、O.J.スミス、K.バルトも、キリスト教に興味関心のある人は､ぜひ読んでほしいで

す。

４．『保育の一日とその周辺』   津守真  フレーベル館   1989 年

 　　保育者になるなら絶対に読むべき本。子どもに出会うとか子どもを理解するとはどういうことなのか、大いに示唆を与えてくれます。ラ

ンゲフェルト、ボルノー、バシュラール、ブーバー、エリクソン、メルロ・ポンティ、フロイトなどにも言及されており、保育についての

思索を拡げてくれるはずです。

 ５．『森のチャペルに集う子ら』  谷昌恒   日本基督教団出版局　 1993 年

 　　児童自立支援施設「北海道家庭学校」の元校長谷先生の教育観が、とても分かりやすい文章で綴られています。先生の生

徒たちへの厳しい言葉と温かいまなざしが共存しています。子どもを信じるとはこういうことなんだと教えられるのです。そのとおりには

　　できっこないのですがね。
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